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ⅠⅠ．．福島県の現状福島県の現状
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１．福島県の概要１．福島県の概要

福島県は総面積東北２位、「製造品出荷額等」は東北１位（平成２４年度）

広大な県土を活かした多彩な産業を有する

震災前の福島県 震災後の福島県 現在の福島県

農

林

水
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業

製

造

業

■水稲収穫量 ４，４５７百ｔ 全国４位

■農業産出額 ２，３３０億円 東北２位

■「米」「トマト」「柿」などの全国有数の

産地

■観光客入込総数 ５，７１７万人

■放射性物質の暫定基準を超えた農作物

の出荷制限

■水稲収穫量 ３，５３６百ｔ 全国７位

■農業産出額 １，８５１億円

■観光客は原発事故や風評被害により

大幅減少

■観光客入込総数 ３，５２１万人

■観光客数は震災前の８割まで回復

■大河ドラマ「八重の桜」により会津若松市の

観光客が過去最高となる

■観光客入込総数 ４，４４５万人

東日本大震災発生多彩な魅力あふれる県

2

復興に向け着実に進捗

■製造品出荷額等 ５０９百億円東北１位

■７割の企業が「取引先から製品等の

放射線測定を要請された」

■会津地域でも「取引先からの部品等の納入

遅延」が６割超発生

■製造品出荷額等 ４４６百億円東北１位

■工場の新増設の動きが急増

■県産農林水産物のモニタリング

■米の全袋検査実施

■水稲収穫量 ３，６８７百ｔ 全国７位

■農業産出額 ２，０２１億円 回復基調

■恵まれた自然環境、温泉・名勝地が

ある全国でも指折りの観光県

（平成２３年度）

（平成２４年度）

(平成２２年度）

(平成２３年度）

(平成２４年度）

（平成２２年度）

（平成２２年度）

（平成２３年度）

■製造品出荷額等４３２百億円 東北１位
（平成２３年度）

（平成２２年度） （平成２４年度）

■本県経済の中心となる産業

（出所：平成２３年度版 福島県勢要覧・

酒類総合研究所）

（出所：福島県勢要覧・

一般財団法人とうほう地域総合研究所・酒類総合研究所）

（出所：平成２５年度版 福島県勢要覧・

酒類研究所）

■福島空港利用者数 ２８万人 ■福島空港利用者数 ２１万人 ■福島空港利用者数 ２３万人
（国内線・国際線合計） （国内線・国際線合計）

（国内線・国際線合計）
(平成２２年度）

(平成２３年度）

(平成２４年度）

■全国新酒鑑評会金賞数１９ 全国２位

■全国新酒鑑評会 金賞数２２ 全国２位

■全国新酒鑑評会 金賞数２６ 全国１位

(平成２２酒造年度）

(平成２３年酒造年度）

(平成２４年酒造年度）

（平成２４年度）



2011
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月
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2012
年1
月
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2013
年1
月
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2014
年1
月
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大型小売店販売額 100 97 95 95 90 90 92 95 97 98 103 103 102 104 105 106 102 102 104 103 103 103 109 109 107 109 109 110 105 105 107 105 105 105 110 111 109
乗用車新車登録台数 100 91 87 83 87 89 85 93 101 110 109 114 124 143 144 146 133 140 136 118 118 117 131 124 127 142 143 142 149 151 147 136 137 141 138 142 151
公共工事前払保証請負額 100 87 80 70 70 85 106 128 146 164 179 179 174 198 198 209 231 271 331 343 386 397 403 375 334 365 441 438 461 565 620 658 572 600 563 572 509
建設着工工事費予定額 100 80 103 93 94 95 113 112 88 92 97 99 88 89 84 85 91 102 101 125 153 159 157 162 164 154 151 143 152 172 182 173 167 183 213 197 218
新設住宅着工戸数 100 95 87 77 70 70 81 82 88 96 100 104 93 95 100 101 108 110 116 124 133 141 140 139 146 147 142 136 148 173 177 178 178 187 185 163 170
鉱工業生産指数 100 94 89 85 84 85 82 87 92 94 93 91 92 93 92 92 93 94 92 90 89 88 87 86 87 87 88 88 87 87 86 86 88 90 93 96 99
有効求人倍率 100 100 98 95 95 98 102 110 120 131 140 146 152 156 158 159 162 169 176 184 195 205 214 223 228 232 234 238 242 241 242 243 245 246 247 250 252
雇用保険受給者実人員 100 103 96 87 77 66 56 47 47 51 56 63 72 82 92 100 107 112 115 117 118 122 126 128 132 134 134 131 127 124 121 119 119 123 128 134 140
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震災後の福島県経済の動向

注：上記データは、各月の6カ月後方移動平均値を算出し、2011年2月を100として指数化。雇用保険受給者実人員は実データの逆数。 （出所：一般財団法人とうほう地域総合研究所）

○建設・雇用は好調、総じて震災前の水準を上回る

２．福島県の現状２．福島県の現状 ～震災後の福島県経済の動向～～震災後の福島県経済の動向～

県内主要経済指標

3

2011年2月

（震災直前）を

100として指数化



22．福島県の現状．福島県の現状 ～復興に向けた動き～～復興に向けた動き～
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人口動態

県内地価
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61 59 55
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○避難者数減少傾向 ピーク１６２千人（Ｈ２４．８）→１３３千人（Ｈ２６．４）

○県人口 約１９４万人（平成２６年４月１日現在）

○県内ゼロ歳児人口 １４千人（前年同期比 ＋８５４人）

△０．２△０．８△０．１△０．２会津若松市

いわき市

郡山市

福島市

０．８０．９△０．５１．２県平均

３．５１．５１．４４．０

１．３１．３０．９１．４

１．００．０△０．５１．９
主
要
都
市

全用途工業地商業地住宅地用途別

平成２６年公示地価平均変動率 出所：国土交通省ＨＰ

（千人）

１６２千人 １57千人 １54千人
１33千人

出所：福島県（平成２６年４月１０日）

○平成２６年県内公示地価が２２年ぶりに上昇

○被災者の移転等により浜通り、都市部の住宅地需要が拡大

企業誘致・企業新設
○「ふくしま産業復興企業立地補助金」が呼び水となり

工場立地件数が東北で最多 ４９件（前年比２３％増）
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福島県 宮城県 岩手県 山形県 秋田県 青森県

２４年度 ２５年度

県内の雇用動向
○県内求人倍率１．３６倍 （平成２６年３月） 全国６位

○復旧・復興関連求人の増加等により改善

（倍）

（件）

人口動態、県内地価、工場立地件数、雇用動向で明るい兆しがみられ、復興に向けて着実に進捗

出所：日本経済新聞（平成２６年４月１日）

出所：厚生労働省福島労務局

（平成２６年５月２日）

・・・県外避難者

・・・県内避難者

工場立地件数
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求人倍率
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（平成２６年４月１日現在）



３．成長分野の状況

再生可能エネルギー導入や医療福祉機器産業等の集積に向けた着実な動きが見られる

浮体式洋上風力発電設備「ふくしま未来」②

平成２５年１１月稼動・広野町・楢葉町沖

世界初の浮体式洋上風力発電設備

福島空港メガソーラー③

平成２６年３月稼動・須賀川市、

玉川村・1,200ＫＷ

南相馬ソーラー・アグリパーク⑤
南相馬市・500ＫＷの太陽光発電所と植物工場を備える

⑦福島県医療機器開発・安全性評価センター（仮称）
平成27年開所予定・郡山市

小名浜太陽光プロジェクト④

平成２６年８月稼働予定・小名浜市・20,000ＫＷ

⑨ふくしま国際医療科学センター
平成27年度末一部供用開始・福島医大内

⑪浜地域農業再生研究センター（仮称）
平成27年度開所予定・南相馬市

⑩会津大学復興支援センター（先端ＩＣＴラボ）
平成27年供用開始予定・会津若松市

⑧福島県環境創造センター
南相馬市・三春町、平成27年度一部供用開始

⑥

沿岸部大規模太陽光発電事業⑥
平成２９年度稼動予定・南相馬市・70,000ＫＷ

（風力発電イメージ）

（メガソーラーイメージ）

再生可能エネルギー 医療産業等集積

5

産業技術総合研究所①

平成２６年４月開所・郡山市

⑤

②

⑨

①⑦

⑪

⑩

③

④

⑧

１，０８９億円（全国４位）平成２４年

９７６億円（全国５位）平成２３年

９１１億円（全国６位）平成２２年

８０１億円（全国８位）平成２１年

９４２億円（全国５位）平成２０年

【医療機器生産額】

【平成２４年度 医療機器生産額全国順位】

１，２４６億円東京都３位

１，８８６億円栃木県２位

３，６５２億円静岡県1位

相馬市

福島市

いわき市

会津若松市

郡山市

白河市

会津地方
中通り

浜通り

喜多方市

二本松市

本宮市

須賀川市

南相馬市

田村市

伊達市



４．観光産業の盛り上がり４．観光産業の盛り上がり
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「ふくしまﾃﾞｽﾃｨﾈｰｼｮﾝｷｬﾝﾍﾟｰﾝ」ﾌﾟﾚｷｬﾝﾍﾟｰﾝ開幕

県内観光産業活性化に期待

ディスティネーションキャンペーン本番は平成２７年４月から

大河ドラマ「八重の桜」や「東北六魂祭」の開催により県内観光産業再生が加速

県内の観光客入込数の回復

4,445

3,521

5,717

5,6225,533

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

単位：万人

出所：福島県

○平成２５年度は未公表なるも「八重の桜」放送の効果で、

会津地域を中心に更に観光客が増加した見込み

大河ドラマ「八重の桜」の経済効果

○経済効果 約２１５億円

○昨年の会津若松市の観光客が

過去最高となる

鶴ヶ城
平成２５年度の天守閣 総入場者

９１万人（過去２番目の多さ）

ふくしまプレＤＣ開幕

「東北六魂祭」の開催

平成２５年６月１日、２日に開催約２５万人が来場

【プレＤＣ連動イベント「こらんしょ福島 魅力満載フェア」】



ⅡⅡ．平成．平成２５２５年度決算の概要年度決算の概要((単体）単体）
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１１．平成．平成２５２５年度年度 決算の概要決算の概要（単体）（単体）

＋３０３信用コスト

その他業務利益
（除く：債券関係損益）

役務取引等利益

資金利益

＋１３４５８４７１コア業務粗利益

▲８３９９３９１

＋１９５６７５

＋２２4

＋１６７その他臨時損益

▲１２３６２３債券関係損益

＋３９▲２５１３株式等関係損益

＋３７１０６１４３税引前当期純利益

＋７６０７６１４経常収益（売上）

９０

▲１

１４４

３７

１０３

３６８

２５年度

＋３▲４特別損益

＋８９５コア業務純益

＋２７６２当期純利益

＋３３１１０経常利益

＋２７１０有価証券関係損益

＋５３６３経費

前年度比２４年度

（単位：億円）

8

■コア業務純益

○貸出金・有価証券残高とも着実に増加したものの、

市場金利の低下により、資金利益は前年度比減少

○一方で、収益の柱として着実に成長している役務取引等

利益の増加により、コア業務純益が増益転換

■有価証券関係損益

○株式市場の回復により、株式等関係損益が大幅改善

■信用コスト

○経営支援の取組み強化により、信用コストは低位推移

■経常利益、当期純利益

○経常利益、当期純利益ともに前年度比大幅に増加

平成２６年３月期

１１２．５％

達成率

８０

修正業績予想

■当期純利益 通期業績予想対当期実績

当期純利益は修正業績予想を上回る水準を確保

銀行の本来業務で計上された利益
コア業務純益＝コア業務粗利益－経費

増加率＋３０％

増加率＋４４％

平成２５年度決算のポイント

■平成２５年度 連結決算

２５年度２４年度２３年度【連結】

２７９１６３４７当期純利益

３３１４５１１２１０４経常利益

前年度比



5,752 6,086

7,868
8,155

8,846

3,376

8,646

10,293

14,036

25,899

23,820
21,28620,483

28,366

3,463

0

8,000

16,000

24,000

32,000

40,000

48,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

２２．．総預かり資産総預かり資産の状況の状況

総預かり資産残高は前年度比 ６，７６６億円増加（増加率 １３．８％）、

総預金残高も前年度比６，９０１億円増加（増加率 １５．６％）。うち個人預金残高は前年度比 ２，４６７億円増加（増加率 ９．５％）

（億円）

（億円）

0

916
878

807

890

29,698
30,748

40,335

44,348

51,250

1,541

2,033

2,220

2,154
2,403

840

683
974

1,320

2,050

1,643

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

9

２９，６９８ ３０，７４８

４４，３４８

４４，６８２

４０，３３５

前年度比

＋６，９０１億円

（増加率15.6％）

前年度比

＋２，４６７億円
（増加率 ９．５％）

253
310

372
372

523

135
11011597

219

0

100

200

300

400

500

600

700

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

３４，７５６
３３，７００

４８，９１７

（億円）

0

前年度比
＋６，７６６億円

（増加率13.8％）

425
482

507

350

前年度比
＋２３５億円
（増加率46.4％）

総預かり資産残高【預金＋預かり資産】の推移 預金残高内訳の推移

預かり資産販売額【投資信託＋生命保険】の推移

５５，６８３

５１，２５０

507

742

５兆円突破
投資信託

公共債

預金

生命保険

個人預金

法人預金

公金預金等

生命保険

投資信託



200

600

20,778

25,450

20,317

22,698

23,430

304

267

118

176

231

1,560

1,239

939

17,000

19,000

21,000

23,000

25,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

３３．．貸出金貸出金の状況の状況

２０，６３６

２１，５５５

２４，９３７

（億円）

コア貸出金：事業性貸出＋個人ローン等

11,762 13,022 13,417

5,678
5,857 6,020

6,160
3,465 3,515

4,050 4,259

5,004

14,588
11,311

5,660

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

（億円）

貸出金＋私募債残高は前年度比 １，７５６億円増加（増加率７．０％）

コア貸出金＋私募債残高も前年度比２，０５６億円増加（増加率８．７％）

前年度比
＋１，７５６億円
（増加率7.0％ ）

0

２６，６９３

10

20,436 20,955
22,929

２４，４９０

23,698

5,660
5,857

6,020
6,160

5,678

5,103

5,358
5,160

5,547
5,682

4,500

5,000

5,500

6,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

（億円）

前年度比
＋２，０５６億円（増加率8.7％）

前年度比
＋１３９億円（増加率2.3％）

コア貸出金
＋私募債

25,754億円

貸出金＋私募債の推移 コア貸出金＋私募債の推移

個人ローン残高の推移

25,754

２兆５千億円

突破

コア貸出金

私募債

政府向け貸出

事業性貸出金

（私募債含む）

個人ローン

公共貸出金等

個人ローン

うち住宅ﾛｰﾝ



４４．．福島県内の預金・貸出金シェア福島県内の預金・貸出金シェア

福島県内の預金シェアは４４．２％（前年同期比３．２％増加）

福島県内の貸出金シェア [私募債（255億円）除く］は３９．９％（前年同期比０．８％増加）

11

40.0%40.0%

37.1%
38.3%

37.8%
37.8%

19.1% 18.9%
19.8% 19.5%19.5%

19.0%

16.1% 15.5%
16.3%16.1%16.0% 15.5%

10%

20%

30%

40%

20/3末 21/3末 22/3末 23/3末 24/3末 25/3末

農協・政府系金融機関を除く

39.5%
40.4% 41.1%

38.9%

44.9%
45.4%

14.6%

17.0% 16.6%
17.4%

15.0%
16.2%

19.4% 18.9% 18.7%
17.4%

19.2%
17.5%

10%

20%

30%

40%

20/3末 21/3末 22/3末 23/3末 24/3末 25/3末

貸出金シェア
（私募債除く）

預金シェア

ゆうちょ銀行・農協、譲渡性預金を除く

福島県内の預金シェアは４５．４％

福島県内の貸出金シェアは ４０．０％ 私募債を含めた貸出金シェア ４０．５％（推計）

福島県内 預金シェアの推移 福島県内 貸出金シェアの推移

当 行

県内第２地銀

信用金庫

当 行

県内第２地銀

信用金庫

当行譲渡性預金残高（平成２６年３月末現在） ４，００５億円 当行私募債残高（平成２６年３月末現在） ３０４億円



3.55

3.973.95

2.47

3.40 3.49

3.99
3.76

3.71 3.87
0.60

0.65

0.79

1.07 1.09
1.03

0.95
0.88

0.70 0.69

0.00

2.00

4.00

6.00

２１/上 ２１/下 ２２/上 ２２/下 ２３/上 ２３/下 ２４/上 ２４/下 ２５/上 ２５/下
0.00

0.30

0.60

0.90

1.20

円建債券平均運用期間(左軸）
円建債券平均利回り（右軸）

５５．有価証券の状況．有価証券の状況

投資環境や市場動向に留意した資金運用に努めた結果、前年度比 １，５０４億円増加（増加率１１．２％）

4,580

5,578
6,466 6,645

6,228

765

925

1,273

1,998 2,522

2,320

1,918

2,221

3,178
3,821

411

329

327

368

730

783

875

1,217 405

1,935

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

２２／３末 ２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

9,535

（億円）

13,409

8,807

（年）
（％）

12

前年度比
＋１，５０４億円
（増加率11.2％ ）

（参考）残存期間４年の国債利回り ０．１５％（平成２６年３月末日）

11,164

有価証券の構成推移 円建債券平均運用期間・利回りの状況

14,913

6

4

2

0

国 債

地方債

社 債

株 式

その他



６６．資金利益の．資金利益の状況状況

市場金利の低下の影響が大きく、資金利益は前年度比 ８億円減少

調 達 （▲）

運 用 （＋）

２，３２４

９，５３８

３３，７０９

４０，８６９

２３年度

４，６５５

９，２６７

３７，９６３

４２，３１６

２１年度

１，７８２

１０，２８０

３０，４５２

３９，１６６

２５年度（b）

▲２０８１，９９０３，２３５預金等利息

＋９８１９，２９９９，７００有価証券利息

▲２，２２４３２，６７６３５，３９７貸出金利息

▲８０５３９，９７１４１，６８３資金利益

増 減
（b）－（a）

２４年度（a）２２年度

（単位：百万円）

0.10% 0.06%
0.16%

0.03%
0.05%

1.70%

1.85%

1.49%
1.33%

1.20%

0.73%
0.76%

0.89%
1.04%

1.14%

0.63%

1.41%

1.25%

0.98%

0.56%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

貸出金利回

（参考）
10年国債利回

有価証券利回

預金等利回

13※ １０年国債利回は、各年３月末日の利回

資金利益内訳

利回りの推移



1,107 1,136 1,035

3,555 3,643 3,586

1,736 1,792 1,844

978 1,076 1,433
198

206
387937
1,063

1,963
2,228

3,438

803

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

２３年度 ２４年度 ２５年度

７７．．役務取引等収益（手数料収益）役務取引等収益（手数料収益）の状況の状況

預かり資産、クレジットカード手数料等の増加により、前年度比１７億円増収

（百万円）

その他

預かり資産関連

為替関連

決済関連

Ａｌｗａｙｓｶｰﾄﾞ関連

法人関連

ＡＴＭ関連

14

97 66 183

698 719
911

1,167
1,443

2,343

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

２３年度 ２４年度 ２５年度

生命保険

その他

1,963
2,228

（百万円）

投資信託

役務取引等収益の推移

クレジットカード（Alwaysカード）関連手数料

預かり資産関連手数料の推移

294 318 349

616
500

716

473

406

336

0

200

400

600

800

1,000

２３年度 ２４年度 ２５年度

100

200

300

400

500

手数料：百万円 利用額：億円

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ手数料
(百万円）

その他手数料
（百万円）

１０，３４０

１１，０２１

１２，７９０

3,438

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ利用額

（億円）



23 22 20 27 27

22
22 23

22 24

116
110 106

111 112

50

100

150

200

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

８８．．経費経費のの状況状況

15

188 188 184 182 183

155 151 154 162 168

17 16 16 18 16

0

50

100

150

200

250

300

350

400

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

３６１ ３５６ ３５４ ３６３

（億円）

１，９８３

25/3末

１，９８７

22/3末

１，９６９

26/3末

１，９９５２，００７職員数

24/3末23/3末

１５５ １５１ １５４
１６２

0

（億円）

（人）

経費の推移 物件費の推移

職員数の推移

経費は店舗リニューアルなど大型投資を実施したものの前年同水準

３６８

１６８

人件費

物件費

税 金

一般物件費

減価償却費

預金保険料



495

168 118
29 27 10

407 451

444 412
302

378 360
277

506

246 200

209
202

246
210

155

139

1020 21

871

0

500

1,000

1,500

2,000

14/3末 19/3末 20/3末 21/3末 22/3末 23/3末 24/3末 25/3末 26/3末

0.8 3
36 26

58
5

-50

70

190

310

430

550

21/3末 22/3末 23/3末 24/3末 25/3末 26/3末

（億円）

（億円）

1,873（ピーク時）

682

1.592.142.482.58
3.10

3.31

10.35

2.02 1.301.802.01
2.62

9.08

2.92

1

4

7

10

14/3末 21/3末 22/3末 23/3末 24/3末 25/3末 26/3末

金融再生法開示債権比率 仮に部分直接償却した場合（ピーク時）（％）

※部分直接償却とは

「破産更生債権等」について、回収困難と認められる額に対し個別貸倒引当金の計上ではなく、
貸倒償却として債権額から直接減額すること。

（ピーク時）

769

642

16

９９．貸出資産の質．貸出資産の質

金融再生法開示債権比率は、１．５９％まで低下（部分直接償却を実施した場合は１．３０％）

537

正常債権 26,365億円
（98.40％）

559
609

822

０

400 358

１３／３末

100

金融再生法開示債権の推移 金融再生法開示債権比率の推移

与信関係費用の推移

427

地銀トップクラスの

低水準

要管理債権

危険債権

破産更生債権等

金融再生法開示債権 427億円 (1.59％)



1010．経営の健全性．経営の健全性

内部留保の積上げにより自己資本は増加するも、貸出金の増加やバーゼルⅢ基準（国内基準行向け）の適用により自己資本比率は
前年比0.65ポイント低下の10.44％

１０．４４％

１７，４８４

２６６

１，８２５

26/3末

１１．０９％

１５，６５７

２４８

１，７３６

25/3末

▲０．６５％

＋１，８２７

＋１８

＋８９

増減

自己資本比率（ ）

リスクアセット等 （Ｂ）

（各種調整後の総資産等）

自己資本 （Ａ）

うち負債性調達手段
（劣後ローン）

1,560 1,594
1,736

1,825

 

11.09%
10.67%10.88%

800

1,300

1,800

２３／３末 ２４／３末 ２５／３末 ２６／３末

2.00%

7.00%

（億円）
（億円）

0

17

●平成２６年３月末より、バーゼルⅢ基準（国内基準行向け）が適用。

●バーゼルⅢ自己資本比率規制の水準（国内基準行は４％以上）

を十分上回る。

自己資本比率の推移（単体）自己資本比率の推移（単体） 自己資本の推移（単体）自己資本の推移（単体）

バーゼルⅡ基準 バーゼルⅢ基準

バーゼルⅡ基準 バーゼルⅢ基準

Ａ
Ｂ

自己資本の推移

自己資本比率の推移

◆

10.44％



○株主優待定期預金

1111．株主の皆さま方へ．株主の皆さま方へ

（円）

18

１年もの定期預金（預入金額 １０万円以上３００万円以内）に

０．３％の金利上乗せを実施

【取扱実績】 （平成２６年３月末）３，２１７件／７，３１７百万円

0.5

7.5

6.5

7.0

6.56.5
6.06.06.0

5.5   

 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

1株当たり配当金

創立７０周年記念配当

【株主優待制度の対象となる株主さま】
毎年３月３１日現在、保有株数1,000株以上の株主さま

１株あたり配当金 株主優待の拡充

内部留保の充実による健全性の向上を図りながら、業績の成果に応じ弾力的に株主の皆さま方へ利益を還元

平成２５年度は、１円増配し１株あたり年間７円５０銭

○「株主さまご優待：ふくしまからの贈りもの」（平成２６年６月より新設）

ご優待品カタログより①、②のいずれかをご選択

①「福島県宿泊施設ご優待券」 （ご利用可能施設２２０先）

②「福島県の特産品」 （計５０品目）

福島県復興支援通販「うつくしま良品本舗」の人気商品を集め

その中からお好みの品物をご選択

ご優待券種保有株式数

5,000円5,000株以上
3,000円1,000株以上5,000株未満

年間配当

前年比1円増配方針

中間配当金、期末配当金の増配



ⅢⅢ．．中期経営計画中期経営計画
「東邦“一歩一歩”計画」「東邦“一歩一歩”計画」

19



東邦“一歩一歩”計画（“ステップ・バイ・ステップ”プラン）
～未来を見据え、着実な「前進」を～
計画期間：平成２４年４月１日～平成２７年３月３１日（３年間）

東邦“一歩一歩”計画東邦“一歩一歩”計画（“ステップ・バイ・ステップ”プラン）（“ステップ・バイ・ステップ”プラン）

～未来を見据え、着実な「前進」を～～未来を見据え、着実な「前進」を～
計画期間：平成２４年４月１日～平成２７年３月３１日（３年間）計画期間：平成２４年４月１日～平成２７年３月３１日（３年間）

新中期経営計画

Ⅱ．成長戦略の
着実な遂行

Ⅱ．成長戦略の
着実な遂行

Ⅰ．復興に向けた
福島への貢献

Ⅰ．復興に向けた
福島への貢献

Ⅲ．経営体質の
更なる強化

Ⅲ．経営体質の
更なる強化

基本方針基本方針

法令等遵守・リスク管理態勢の強化

総預金 平均残高 ４兆円以上
総貸出金 平均残高 ２兆５千億円以上

主要勘定目標

コア業務純益(※1) 120億円以上※
当期純利益 85億円以上※
自己資本比率 11%以上

〔福島県内〕
預金シェア(※2) 45%以上
貸出金シェア(※3) 42%以上

経営指標目標

大 き く ・ 強 く ・ た く ま し く大 き く ・ 強 く ・ た く ま し く長 期 目 標

20
(※1)実質業務純益－債券関係損益、 （※2）ゆうちょ銀行・農協を除く、（※3）農協・政府系金融機関を除く
※直近の経営環境を踏まえ、中期経営計画の目標（平成２６年度末）を一部修正しております。

○「福島の復興なくして当行の発展
なし」の考えのもと、最優先で復興
支援に取組む。

○復興に向けた金融の円滑化、復興
支援事業への積極的な参画などに
より、福島の復興・発展のため役職
員全員が汗を流す。

○「福島の復興なくして当行の発展
なし」の考えのもと、最優先で復興
支援に取組む。

○復興に向けた金融の円滑化、復興
支援事業への積極的な参画などに
より、福島の復興・発展のため役職
員全員が汗を流す。

○メイン化推進・裾野拡大による預貸
金の増強および有価証券運用力の
強化により、更なる成長を目指す。

○お客さまに適した金融サービスの
提供により、役務取引等利益などの
強化を図る。

○重点マーケット・重点分野へ大胆に
経営資源を投入するとともに、営業
の原点に立ち返り一歩一歩足で稼ぐ。

○メイン化推進・裾野拡大による預貸
金の増強および有価証券運用力の
強化により、更なる成長を目指す。

○お客さまに適した金融サービスの
提供により、役務取引等利益などの
強化を図る。

○重点マーケット・重点分野へ大胆に
経営資源を投入するとともに、営業
の原点に立ち返り一歩一歩足で稼ぐ。

○人材育成および権限委譲の拡充に
より、「自ら考え、自ら行動する」企
業風土を確立し、一人ひとりが積極
的に考動する組織へ変革する。

○営業店業務改革・本部業務効率化
により、営業活動に特化できる人員
を創出する。

○人材育成および権限委譲の拡充に
より、「自ら考え、自ら行動する」企
業風土を確立し、一人ひとりが積極
的に考動する組織へ変革する。

○営業店業務改革・本部業務効率化
により、営業活動に特化できる人員
を創出する。

（商標登録第5238791号）

～地域に熱く・お客さまに誠実に・人を大事に～

創立７５周年（平成２８年度）

当期純利益

１００億円以上を目指す

創立７５周年（平成２８年度）創立７５周年（平成２８年度）

当期純利益当期純利益

１００億円以上１００億円以上を目指す

１１．．中期経営計画中期経営計画のの概要概要

〔〔平成２６年度目標平成２６年度目標〕〕 〔〔平成２６年度目標平成２６年度目標〕〕



コア業務純益
当期純利益 自己資本比率

20,822

22,511

24,433
25,00025,247

15,000

20,000

25,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

30,118

34,640

38,980
40,000

45,083

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

120
113

107

95
103

0

50

100

150

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

総預金平残
億円

総貸出金平残億円

85

44 46

62

90

0

50

100

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

10.9
10.7

11.0

10.4

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

23/3末 24/3末 25/3末 26/3末

億円
億円

％
コア業務純益 当期純利益 自己資本比率

中計
目標

以上

以上

以上

以上

中計
目標

中計
目標

中計
目標

41.1

45
45.4

44.9

40.4
40 40

42

38.3
37.8

36

38

40

42

44

46

21年度 22年度 23年度 24年度 26年度

預金シェア

貸出金シェア

福島県内預貸金シェア
％

以上

以上

（※1）ゆうちょ銀行・農協を除く、（※2）農協・政府系金融機関を除く

（※1）

（※2）

中計
目標
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２２．．主要勘定目標、経営指標目標主要勘定目標、経営指標目標

バーゼルⅢバーゼルⅡ



３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（１）成長企業の支援（１）成長企業の支援

22

創業、第二創業に取組むお客さま、成長分野関連企業、ベンチャー企業等のお客さまを支援

「投資ファンド」等による創業支援態勢の構築

創設目的

○人脈づくり

○復興に向けた情報の提供

○経営者としてのスキルアップ支援

会員数（平成２５年度末） 約９００名

とうほう次世代経営塾 第一期生

３２名（うち女性４名）

復興応援「とうほう次世代経営者倶楽部」

若手経営者向け実践講座「とうほう次世代経営塾」

外
部
専
門
機
関
・地
方
自
治
体
・
提
携
大
学
等

○平成２５年度実績

創業支援ファンド： ４件 １７０百万円 投資額事業内容

５０百万円その他

５０百万円植物工場

６０百万円衣料品等

１０百万円情報通信

創業支援ローン： ７件 １４１百万円

金融庁「新規融資や経営改善・事業再生支援等における参考
事例集」に掲載

○お客さま支援態勢イメージ図
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「ふくしま地域産業６次化復興ファンドへの出資参加

○当行は金融機関として最高額を出資

（総額２０億円、金融機関出資額８億円 うち当行出資額４億円）

再生可能エネルギー分野への融資実績

○「６次産業化セミナー」を県と共催（参加者３２０名）

成長分野である再生可能エネルギー、医療産業、６次産業化等を積極的に支援

成長分野への取組み

○ＰＦＩ（ＰｒｉｖａｔｅＦｉｎａｎｃｅInitiative）の取組み

＜融資実績＞

○医療産業支援

県内医療介護業のお客様 約３００先に対し経営課題提案型

営業等によりサポート

○実行額累計
（億円）

件数 分野

５件 文化交流施設、病院、官庁、官舎、大学

３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（２）成長分野への取組み（２）成長分野への取組み

種類 件数 実行金額
太陽光 107 117
風力 2 45
小水力 1 6
バイオマス 1 24

合計 111 192

制度名 件数 実行金額

合計 151 466

465

1

ふくしま産業復興
企業立地補助金
津波・原子力災害被災地域
雇用創出企業立地補助金

149

2

○企業立地補助金対象先への累計対応実績

（億円、平成２５年度末）



○「東邦・ビジネスマッチング」実績 参加企業２０社 商談件数８０件

○その他ビジネスマッチング 平成２５年度通期実績

情報提供件数２００件、成約件数１５０件

「食」関連商談会の開催

「地方銀行フードﾞセレクション２０１３」、

「ふくしまフードフェア」等を主催、共催

【通販カタログ】

復興支援通販事業の企画・協賛

○開始以降の販売実績 ９０千個／３億円

（平成２３年５月～平成２６年３月）

各種ビジネスマッチングの実績

後継者問題への対応として、経営課題提案型営業を通じた支援を実施

商談会やビジネスマッチングの機会提供によりお客さまの販路拡大を支援

24

【ふくしまフードセレクション】 【ふくしまフードフェア】

３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（３）事業承継支援・お客さまの販路拡大支援（３）事業承継支援・お客さまの販路拡大支援

事業承継支援への取組み

後継者問題対応等としてのＭ＆Ａ業務

○営業店と本部が連携し課題解決に向けたサポートを実施

○外部専門機関と連携し、個社別に提案活動を展開

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

対応先数 ２５５先 ２２０先 ２６４先 ２８０先

（月平均） ２１．２先 １８．３先 ２２．０先 ２３．３先

相談対応件数 ５７先

成約件数 ５先

アドバイザリーサービス契約締結件数 ５先

外部機関との業務提携累計数 １１先

○平成２５年度実績

○「＜東邦＞Ｍ＆Ａ ＴＶセミナー」開催

参加者 ６４名
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震災対応資金 動産担保融資（ＡＢＬ）の取組み

被災されたお客さま支援のため、多様な金融サービスにより資金需要に積極的に対応

復興支援ファンド

私募債の取組み

○不動産担保・個人保証に依存しない融資手法

○「動産評価アドバイザー」５名を本部専門部署に配置

○ＡＢＬ取組実績（平成２５年度）

○「ふくしま応援ファンド」 ファンド総額５０億円

投融資実績累計 １１件

○「東日本大震災中小企業復興支援ファンド」 ファンド総額８８億円

投融資実績累計 １件

○ファンド出資状況一覧

その他主な出資者 ﾌｧﾝﾄﾞ総額

２０億円

８８億円

経営支援 ５０億円

同上

当行、農林機構
県内金融機関

当行、日本政策投資銀行

当行、中小機構
青森、岩手、七十七銀行

成長分野支援

株式未公開会社
支援

３２億円

同上 ３６億円

当行、日本政策投資銀行
東北地銀
当行、日本政策投資銀行
東北地銀

同上 １００億円

事業再生支援 ３０億円
当行、中小機構
県内金融機関
当行、中小機構
県内金融機関

ﾌｧﾝﾄﾞ名

福島産業復興機構

ﾌｧﾝﾄﾞの種類

うつくしま未来ﾌｧﾝﾄﾞ

東北ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝﾌｧﾝﾄﾞ

東北ｸﾞﾛｰｽﾌｧﾝﾄﾞ

東日本大震災中小企業
復興支援ﾌｧﾝﾄﾞ

ふくしま地域産業６次化
復興ﾌｧﾝﾄﾞ

ふくしま応援ﾌｧﾝﾄﾞ

54 473

3,565

16
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取組実績額 件数
取組実績額

（百万円） 件数（件）

３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（４）事業性融資への取組み（４）事業性融資への取組み

うち当行出資総額 ５６億円（約束額）

○私募債累計実績 （億円、平成２５年度末）

２１８億円

５５３億円

実行累計額

うち復興支援私募債 １７６件

４８１件私募債

件数

平成２５年度末残高は、２８８億円

○震災関連制度資金の実行額累計（震災以降平成２６年３月末）

約６億円約５００件個人向け

約１，０００億円約４，３００件事業者向け

実行金額件数



資本性借入金（ＤＤＳ）の積極的な活用事業再生支援体制の充実

お客さまの事業再生・経営支援への積極的な対応を実施

○「金融円滑化推進室」 ２２名体制で設置

（融資部・融資管理部・ローン事業部・法人営業部）

○被災されたお客さまのご相談に対応

○事業再生の実績累計

企業数 従業員数 与信額
13 1,016 133

地域経済活性化支援機構 3 1,411 114
24 2,433 303
5 1,622 208
45 6,482 758

法的再生
合計

支援協議会

その他私的再生

（先、人、億円）

○連携先外部機関

○震災復興支援のため運用が弾力化

○ＤＤＳを自己資本と見做すことにより財務内容が改善

される

○累計実績（平成２６年３月末） ６件 １１億５千万円

○資本性借入金（ＤＤＳ）スキーム図

債務超過

ＤＤＳ

営業負債

借入金

債務超過

営業負債

借入金

資産資産

ＤＤＳ導入により

債務超過圧縮

今後得られる

収益で解消

金融検査上

自己資本と見做す

事業再生支援の実績

外部機関と連携し事業再生を支援

地域経済活性化支援機構

福島県中小企業再生支援協議会

福島産業復興機構

東日本大震災事業者再生支援機構

個人版私的整理ガイドライン運営委員会
26

３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（５）事業再生への取組み（５）事業再生への取組み
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【会計・税務・コンサル】

有限責任監査法人トーマツ

【国際物流】

日本通運

【貿易保険】

日本貿易保険（NEXI）

【海外情報提供・コンサル】

大和証券

≪専門家関連提携先≫
【海外リスクコンサル】

東京海上日動火災保険

三井住友海上火災保険

損害保険ジャパン

【海外セキュリティー対策】

ALSOK福島綜合警備保障

セコム

【海外全域】

日本貿易振興機構（ｼﾞｪﾄﾛ）

【韓国】

SBJ銀行（新韓銀行グループ）

【中 国】

中国商工銀行

福島県上海事務所・

行員派遣中（１名）

【インド】

インドステイト銀行

【タイ】

カシコン銀行

行員派遣中（１名）

【フィリピン】

メトロポリタン銀行

【シンガポール】

ジェトロシンガポール事務所

【インドネシア】

バンクネガラインドネシア

福島から世界へ○平成２５年７月開催 参加者 ５１ 名

○輸入の決済代金

○海外進出資金等への資金手当

○海外現地法人向け直接融資

「海外事業支援室」を中心として、海外銀行との提携、行員海外派遣等によりお客さまの海外での事業展開を積極的に支援

海外銀行や各種専門家と積極的に業務提携を実施

【台湾】
中國信託ホールディング

【ベトナム】

ベトコム銀行

金融面サービスの拡充

「東邦海外事業支援セミナー」開催

３．事業をされているお客さまの支援３．事業をされているお客さまの支援
（６）海外マーケット進出支援（６）海外マーケット進出支援



人生のライフイベントに対応するお客さまのニーズを捉えた営業推進を展開

28

誕生～若年期 青年～壮年期 高齢成熟期

誕生 進学 就職

結婚

お子様誕生

住宅取得

お子様進学

介護

退職

年金

相続

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

○取扱実績

（平成２５年度末）

２２千件

○取扱実績

（平成２５年度末）

２２６件 １，５６０百万円

「Ａｌｗａｙｓカード」

『キャッシュカード』機能と『クレジット』機能

をあわせ持ったカード

ＩＣチップ搭載でセキュリティにも優れている

○取扱実績

（平成２５年度末）

９８件 １，６４２百万円

「あつまれ

元気なふくしまっ子」

教育資金専用口座

「未来・ふくしまっ子」

写真付普通預金通帳

○取扱実績

（平成２５年度末）

９１件

「Ａｌｗａｙｓカード」

２６万会員

（平成２５年度末）

少額投資非課税制度（ＮＩＳＡ）

○平成２６年１月より取扱開始

投資信託

○一括購入・積立投信

○窓口 ４４商品、ネット専用１０商品をご用意

相続専用定期預金

「とうほう・想いのかけはし」

年金サービス＜特典＞

４．個人のお客さまへのサポート４．個人のお客さまへのサポート
（１）ライフイベントに応じたサービスの提供（１）ライフイベントに応じたサービスの提供
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住宅関連ローンの実行実績 無担保ローン増強に向けたさまざまな取組み

お客さまのライフイベント・さまざまな資金需要に応じた商品をご提供

女性のお客さま向けローン商品創設・特典新設

○女性向けローン創設により女性のお客さまの“なりたい夢”を応援

○新商品の導入

○当行ホームページにローン返済、借換シミュレーション機能を追加

○既存商品の改訂

○主なローン商品

○住宅ローン実行額の推移

実行額

546 524

676
734 714
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800

Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度

実行額

（億円）

４．個人のお客さまへのサポート４．個人のお客さまへのサポート
（２）個人ローンの取組み（２）個人ローンの取組み
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５．地方自治体と連携した地域振興の取組み５．地方自治体と連携した地域振興の取組み

地方自治体と連携し、ふくしまの復興・発展に向け、地域の課題に取組む

「包括連携協定」締結自治体

「包括連携協定」に基づく施策の主な内容

【福島県との「包括連携協定」締結式】

○東日本大震災からの復興・災害対策

○各地域の経済活性化

○再生可能エネルギーの推進

○地域産品の販売および観光振興

○自治体職員向け各種勉強会の開催

（ＰＰＰ/ＰＦＩ，接遇等）

○海外を含む各種商談会開催での連携

○県外支店を通じた、県内行政情報等の県外発信

○行員派遣 等

【「がくとくん１日郡山営業部長」（郡山市との連携協定によるイベント）】

締結日 締結先　 協定内容 締結日 締結先　 協定内容

H24.12.19 福島県 包括連携 H25.11.15 二本松市 包括連携

H25.3.18 矢吹町 産業振興・防災 H26.1.23 須賀川市 包括連携

H25.8.6 郡山市 包括連携 H26.1.31 本宮市 包括連携

H25.8.7 伊達市 包括連携 H26.2.5 いわき市 包括連携

H25.8.19 福島市 包括連携 H26.3.26 会津若松市 包括連携

H25.9.2 白河市 包括連携 H26.4.24 田村市 包括連携



６６..チャネル戦略チャネル戦略

○不測の事態においても

金融サービス提供を

維持する体制整備

○県内外に避難されている
お客さまへ利便提供
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○土・日営業実施店舗拡大

【土・日営業実施店舗】

八山田支店、北福島支店、いわき鹿島支店、郡山東支店

○ハローサービスセンターの土・日受付

【「ふるさと・ふくしま号」】

店舗リニューアル・店舗開設 移動ＡＴＭ車「ふるさと・ふくしま号」

○「郡山中町支店」 リニューアルオープン（平成２６年４月）

歴史的外観を継承したデザインで建築

お客さまへの利便性向上へ向けた多様な対応

○「名取支店」 新設 （平成２６年５月）

宮城県に避難されているお客さまの

ご要望にお応えする目的で新設

土・日営業によるお客さまの利便性向上

利便性向上に向けたATMサービスの展開

○通帳繰越機能付ATM

インストア型ATM 積極展開

○自行ATM手数料無料化

「いつでも」「だれでも」「何回でも」

○地銀他行とのATM提携

提携行：１３行（平成２６年３月現在）

最新型ＡＴＭの導入と機能拡充

○ユニバーサルデザインの採用による操作性向上

○硬貨の入金・出金取引の機能追加



７７..システム戦略システム戦略
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ＴＳＵＢＡＳＡ（翼）プロジェクト 「情報タブレット端末」の機能拡充・導入台数拡大

お客さまサービスの充実、経営の効率化に向け積極的にシステム戦略を展開

※ＴＳＵＢＡＳＡ（翼）プロジェクト

平成２０年３月にスタートしたシステム共同化を検討するプロジェクト

システム領域以外での幅広い連携も検討

＜参加行＞

千葉銀行、第四銀行、北國銀行、中国銀行、伊予銀行、当行

【災害時相互協力に関する協定書締結式】

○優れた情報収集機能を活かし

お客さまへのスムーズな提案

活動に繋げる

事務品質向上に向けたｿﾘｭｰｼｮﾝ・ｼｽﾃﾑ稼働

○導入台数 約１，０００台

営業担当者１人に１台配備

○㈱日立製作所、㈱日立ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞと当行が共同開発

１．不正取引監視の強化による銀行口座の犯罪利用防止

２．事務品質管理機能による行内事務ﾌﾟﾛｾｽを効率的に改善

・平成２４年４月新営業店システム導入

・既存サブシステムの共同化・連携検討

・新規サブシステムの共同検討・共同開発に向け幅広く検討中

・大規模災害発生時の相互協力協定を締結

○ＴＳＵＢＡＳＡ（翼）プロジェクト参加実績



33

○ワークライフバランス支援策を実施

○「女性活躍推進プロジェクト」による女性目線での商品・

サービス・各種制度等の充実に向けた提案

当行を支える人材の育成と、その活躍を支援するためのさまざまな取組みを実施

女性職員の活躍支援

ベテラン職員の活躍支援

○「業務主任嘱託制度」（平成２５年４月～）

６５歳まで嘱託として継続就業できる環境を整備

【第５回 ハートフルセミナー】

【手さげ袋デザイン変更】
【１８歳以下のお客さま向け

企画商品】 【パン田うさ蔵ぬいぐるみ】

８．経営体質の更なる強化８．経営体質の更なる強化
（１）人材育成への取組み（１）人材育成への取組み

独自の研修体系「とうほうユニバーシティ」

○行内研修・休日セミナーを開催

○行外派遣研修等への積極的な派遣

派遣数 地方銀行トップクラス 毎年２００名以上

○当行独自海外研修（米国）を継続実施

とうほう

ユニバーシティ

全学類共通

経営理念

コンプライアンス

キャリア形成

実務学類

法人営業強化

個人営業強化

専門学類

次世代リーダー育成

国際感覚醸成

地域密着型金融強化

営業力強化・

キャリア形成

教養学類

中堅行員育成

若手行員育成

自己啓発支援

経営学類

支店長・

副支店長育成

役席育成

とうほうユニバーシティ

「基本方針」
○高い倫理観のある職場風土の醸成に向けた人材の育成
○マネジメント力の強化に向けた人材の育成
○基本業務能力の向上に向けた人材の育成
○営業力の強化とコンサルティング力の向上に向けた人材の育成
○当行の永続的な成長を担う（中長期的な）人材の育成
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従業員のワークライフバランスの充実を支援

○「東邦銀行陸上競技部」、「東邦銀行野球部」をはじめ

「吹奏楽部」「合唱部」など９クラブ総勢２２３名が活動中

【東邦銀行陸上競技部】

【東邦銀行野球部】

全日本実業団対抗陸上競技選手権女子総合３連覇

【シーガルテニスクラブ】

【ランナーズクラブ】

【ＴＯＨＯカルテット】

【バスケットボール】

【そば打ちクラブ】

【吹奏楽部】

【合唱部】

活発なクラブ活動

８．経営体質の更なる強化８．経営体質の更なる強化
（２）従業員のワークライフバランス支援（２）従業員のワークライフバランス支援



９９..地域貢献・ＣＳＲへの取組み地域貢献・ＣＳＲへの取組み
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屋内遊び場「とうほうわんぱくランド」

ふくしまの未来を担う子どもたち、人材の育成を幅広く支援

「エコノミクス甲子園」福島大会を開催

○平成２５年１１月に 来園者数 １万人到達

○子どもたちが安心して遊べる場として当行研修センター敷地内に
設置

東邦カップ「第２回ふくしまリレーズ」開催

○福島陸上競技協会と共催

○当行陸上競技部の選手も

参加

参加校 １０校

参加者 ２８チーム

５６名

○高校生に金融経済の仕

組みを楽しく知ってもらう

目的で開催

「ＴＯＨＯ親子金融教室」を継続開催

○子どもたちに「お金の使い

方」、「銀行の業務」につい

て理解を深めてもらう目的

で開催

「福島大学提供講座」を開講

○役職員が講師となり、

「地域金融論」について

講義

○障がい者が中心に働く特例子会社を平成２４年３月に設立

○現在２０名が在籍

○さまざまな形で銀行業務に貢献

「株式会社 とうほうスマイル」



９９..地域貢献・ＣＳＲへの取組み地域貢献・ＣＳＲへの取組み

○平成２１年度より行っている役職員や家族による植林活動

○これまでに、須賀川市、喜多方市、北塩原村で実施

36

ふるさと“ふくしま”の持続的発展に貢献していくため、「地域社会の活性化」「地域の環境保全」を重視したＣＳＲ活動を展開

＜ネーミングライツの内容＞

名称 『とうほう・みんなのスタジアム』

期間 平成２５年５月～平成３０年３月

○平成２６年６月、『とうほう・みんなのスタジアム』にて第９８回

日本陸上競技選手権大会の開催が決定

○国内のトップアスリートが一堂に会する機会となる

○当行陸上競技部所属の渡辺真弓選手、千葉麻美選手、

青木沙弥佳選手らが出場予定

○第９８回日本陸上競技選手権大会の開催

県営あづま陸上競技場のネーミングライツ取得 「とうほうの森」づくりの実施

「福島ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞＦＣ」ｵﾌｨｼｬﾙ・ｽﾎﾟﾝｻｰ

○福島ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞＦＣのＪ３開幕戦が「東邦銀行ｽﾍﾟｼｬﾙﾏｯﾁ」として

「とうほう・みんなのスタジアム」で開催

○当行共催で子どもたち向けのサッカー教室も開催



＜本資料に関するお問い合わせ先＞

東邦銀行 総合企画部

TEL ０２４－５２３－３１３１

FAX ０２４－５２４－１４２５

本資料には、将来の業績に係る記述が

含まれておりますが、こうした記述は、

将来の業績を保証するものではありません。

将来の業績は、経営環境等の変化等に

より異なる可能性がありますのでご留意

ください。
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